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１   事業趣旨
　県教育委員会では、「新やまなしの教育振興プラン」の基本理念である “未来を拓く「や
まなし」人づくり” の実現を目指し、各課・室の取組を推進しています。学力向上については、
全国学力・学習状況調査において、多くの教科が全国平均を下回るなど課題が明らかになり、
特に喫緊の課題として捉えています。こうした状況に早急な対応が求められる中、学力向
上に対応したこれまでの取組を一層改善、充実させるため、今年度より新たに「学力向上
総合対策事業」を立ち上げ、学校、家庭、地域が連携して学力向上に取り組むこととしま
した。
　本事業では、学力向上のための校種間連携を推進するため、授業づくりの視点を「やま
なしスタンダード」として共有し、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校が、同じベ
クトルで授業改善の取組を推進する「縦のつながり」を強化することにしました。また、
併せて、教育委員会の各課室が取り組むそれぞれの事業の「横の連携」を深め、学力向上
に向けた総合的な対策に各課が協働して取り組んでいくこととします。

学力向上総合対策事業
～学校・家庭・地域が連携して取り組む学力向上～

義務教育課

●  学力向上総合対策事業
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２�　義務教育課における取組
　義務教育課においては、全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、放課後や土曜日等を
活用して、補習的な学習を行う「学力向上フォローアップ事業」や退職教員が各学校を訪
問し若手教員の指導や相談に当たる「若手教員グローアップ事業」等からなる「学力向上
推進事業」を平成２６年から進めてきました。
　今年度は、これらの取組を更に充実させるとともに、新たに３つの新規の取組を加えた「学
力向上総合対策事業」として、取り組みます。これは、校種や県教育委員会内の課・室の
連携を重視した総合的な取組に移行するに当たり、各市町村教育委員会や教育事務所等共
通理解の下、「チームやまなし」としての取組を重視し、成果が具体的な児童生徒の変化や
成長として実感できるよう努めていきたいと考えています。

【学力向上アクティブ・ラーニング推進事業】
　本県における学力向上に関する課題改善及びこれからの時代に求められる資質能力を育
成する観点から、学習内容や指導方法を「アクティブ・ラーニング」の視点から改善する
とともに、次期学習指導要領改訂に向けての全県的な対応を促し、確かな学力の向上と教
育課程の充実を図ることを目的としております。
　県内の小・中学校各２校を実践検証校として２年間指定し、アクティブ・ラーニングの
具体的な授業内容や指導方法について研究を行い、文部科学省が示す「アクティブ・ラー
ニングの視点からの不断の授業改善」の具現化に向けた実践的な研究を行い、各校の研究
会や研究授業の様子を定期的に地域の学校に向けて発信する予定です。 

【ミドルリーダー研修事業】
　本事業は、経験１０年目以降（３０代半ば）～管理職登用前（４０代）の中堅教員を対象
とした研修を行うことで、教員の資質向上に向けた系統的な研修体制を整え、本県の教育
レベルの向上を図ることを目的としています。学力先進県で開催されるフォーラムや文部
科学省の研究指定校が開催する公開研究会等に参加するとともに、その関係者を講師とし
て招き、研修報告をもとに振り返りを行う等、理論と実践を結び付けた研修を行います。

【家庭学習定着促進事業】
　学力向上に向けては、学校のみならず家庭や地域を含めた取組や支援が不可欠であり、
その重要性についての周知が不足しているという状況があります。全国学力・学習状況調
査においても、家庭学習の不足が経年的な課題となっており、家庭での取組の啓発が望ま
れます。そこで、家庭学習の在り方や意義など、家庭学習の重要性について、児童生徒と
保護者が共に考え、取組を促すような視覚的効果の高いリーフレット「家庭学習のすすめ」
と家庭用掲示資料を作成し、公立小中学校の全保護者に配付するとともに、地域の図書館
等にも配布し、家庭学習の推進、充実を図っていきます。「家庭学習の手引き」等については、
各学校や市町村教育員会においても作成が進んでおり、今回作成する資料は、相互に補完
的な役割を果たすものとなるよう、内容やデザインを工夫していく計画です。

●  学力向上総合対策事業
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 趣旨
　義務教育課では平成２６年度から「社会生活にいきる言
語活動推進事業」に取り組んでいます。
　この事業は、全教科等の中で言語活動を充実させ、授業
改善を図ることを目指しています。そのために、児童生徒
が常に手元に置き、必要に応じて適宜使用できる生徒のた
めの手引き『言語活動ハンドブック（中学校版）』を平成
２７年度に、『言語活動ハンドブック（小学校版）』を平成
２６年に作成しました。

言語活動ハンドブック（中学校版）

１２のヒント

社会生活にいきる言語活動推進事業
義務教育課

「言語活動の充実」による
「思考力・判断力・表現力等」の向上を !!

・�生徒が各教科等の授業や学校生活の中で適宜使用し、言語活動を充
実させ、読解力を高めるための手引きです。

・�生徒が実際の授業等の中で行う、「記録」「報告」「説明」「討論」な
どの言語活動の際に必要な知識や技能、思考の手立て等について分
かりやすく示しています。

・�生徒が、全教科等で汎用的に使うことができ、様々な言語活動の充
実につながるような内容・構成になっています。

・�平成２７年２月に、県内全ての公立中学校に配付しました。

（＊本事業では「読解力」＝「テキストを解釈し、熟考・評価し、自らの考えを表現する力」と捉えています。）

　言語活動を充実させるために、「情報の収集」から「伝
え合う」までの活動の流れを軸にして、１２のヒントを取
り上げています。生徒自身が、「言語活動」を意識すると
ともに、自ら身に付けるための視点となります。

シンキング・ツール
　授業や日常生活の中
で活用できるツールを
紹介しています。

□県総合教育センターＨＰからＰＤＦファイルをダウンロードできます。
　山梨県義務教育課　国語力向上対策事業　HP  http://www.ypec.ed.jp/gimukyo/ Click!

●  社会生活にいきる言語活動推進事業
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１　はじめに
　�　「科学の甲子園全国大会」の第４回大会（平成２７年３月２０～２３日）、第５回大会（平成

２８年３月１８～２１日）に、吉田高校が山梨県代表として出場しました。茨城県つくば市で、
全国の強豪校と科学の英知を競い合った様子を紹介します。

２　「科学の甲子園」とは？
　�　「科学の甲子園」は、科学好きの高校生たちが、理科・数学・情報の知識と技能を競い合う競

技会です。国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が、平成２３年度より創設し、科学
好きの裾野を広げるとともに、トップ層を伸ばすことを目指した大会です。また、平成２５年
度より、科学好きの中学生のための、「科学の甲子園ジュニア」も創設されています。

　�　競技の内容は、高校生が８名を上限としてチームを組み、理科・数学・情報の各分野で筆記
競技や実技競技を行い、総合成績を競います。

　�　都道府県ごとに地方大会が開催され、選抜された１校が各県の代表として、３月の全国大会
に出場します。地方大会の参加チーム数は年々増加しています。

３　全国大会の様子
　�　大会には、筆記競技と３つの実技競技（第５回大会はもう１つ特別実技競技がありました）

があります。筆記競技は６名、実技競技は３名の競技者で臨みます。各競技では、非常に難易
度の高い課題・問題が設定されています。そのため、個々の長所・得意分野を活かし、短所・
苦手分野を補うためのチームワークやコミュニケーション能力が必要です。

　（１）筆記競技
  　　�　筆記競技は１２０分で、物理・化学・生物・地学・数学・情報の各分野２題、合計１２題

が出題されました。専門的な知識を既知として出題される問題や、単に知識を問われるだけ
ではなく、生物だと思って解いていくと物理・化学の知識が必要になる問題があり、いかに
知識を活用できるのか、仲間と協力出来るのかを問われる出題でした。出題者の、高校生の
レベルを引き上げようとする意図が感じられました。

　（２）実技競技
  　　●第４回大会
  　　�　�　実技競技①は、開催地のつくば市にちなんで、筑波山の湧

水の硬度をキレート滴定により測定するという化学の実験問
題でした。マイクロスケールの実験で、マイクロビュレット
の組み立てから行い、組み立てた器具も採点されました。本
校生徒は、１２０分の競技時間を十分に使い、考察を重ねて
いました。

  　　�　�　実技競技②は、１２０分で８つの地学の課題の合格数を競
う実験問題でした。地質分野２つ、気象分野４つ、天文分野
２つから出題されました。地学は全国的にも履修者が少なく、
本校の生徒も履修していない科目です。しかし、化石を取り
出したり、マルデブルグの半球を作ったり、空気の重さを測
定したりと、高校生に創意工夫を促し、地学の奥深さを感じ
させる課題ばかりでした。また、課題に取り組む順番にも戦
略性が求められました。

「科学の甲子園全国大会」に出場して
～広げよう科学の輪　活かそう科学の英知～

県立吉田高等学校

第４回大会　実技競技②
（土星リングの視直径計測）

第４回大会　実技競技①
（硬度測定）

●  科学の甲子園全国大会に出場して／県立吉田高等学校
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  　　�　�　実技競技③は、斜面を下ることで充電する充電カーと、その電力で登っていくロープ
ウェイを作り、充電開始からロープウェイがゴールするまでの時間を合計するタイムレー
スでした。この競技は事前に競技内容が公開されていました。与えられた材料で大会まで
に試作・試行して本番に臨むことができるので、各チームで様々な工夫がみられました。
特に優勝チームは、ギア比や重心位置の工夫により、驚異的な充電・走行スピードでした。

  　　●第５回大会
  　　�　�　実技競技①は、ＤＮＡを抽出し、電気泳動により顕れるＤ

ＮＡバンドを撮影するという生物の実験問題でした。開催地
の茨城県にちなんで試料には納豆が用意されており、納豆菌
のＤＮＡを抽出しました。ＤＮＡ抽出の実験自体は、授業で
もよく扱われるものですが、取り出したＤＮＡを電気泳動し、
厚紙で自作した暗箱を用いてＤＮＡバンドを撮影するには、
工夫が求められました。

  　　�　�　実技競技②は、膨らませたゴム風船が持つエネルギーを求めるという物理の実験問題で
した。「ポンプを用いて風船を膨らませるときの仕事」、「風船のゴム膜が伸ばされた状態
で持つエネルギー」を計測し、実際に飛ばした風船の飛行距離との関係を考察しました。
風船という身近な題材から、エネルギーについて考えさせられる競技でした。

  　　�　�　実技競技③は、事前公開競技で、赤・緑・青の３色のＬＥＤと光ファイバーを用いて、
６４文字のメッセージを送るタイムレースでした。文字情報を光情報に変換する送信機、
光情報をカラーセンサーとマイコンボードを用いて文字情報に復元する受信機を７５ 分
間で製作しました。非常に難易度の高い課題で、全く送信できないチームや時間切れ・エ
ラー１５回で失格になってしまうチームが多数ありました。その中で、優勝チームは圧倒
的な速さで６４文字を送信し、会場を沸かせました。本校の生徒達も健闘し、会場の熱い
応援を受けながら、何とか送信し終えることができました。各チームの送信機には、実に
様々アイディア・戦略がみられ、創意工夫の余地の大きい、とても面白い競技でした。

  　　�　�　特別実技競技も事前公開競技で、コーヒーフィルターを用いてパラシュートを作り、滞
空時間と着地点の正確性を競う競技でした。本校はパラシュートの概念から抜け出せませ
んでしたが、他の各チームは自由な発想でゆっくり正確に落下する物を作り上げていまし
た。

４　終わりに
　�　科学の甲子園全国大会に出場し、本校生徒も引率教員も大きな刺激を受けました。会場の高

校生達は、教養が深く知識や雑学に富み、科学に対して並々ならぬ情熱を持っていました。本
校生徒達も事前準備から一生懸命に取り組み、大会期間中も遅くまで対策を練るなど健闘しま
したが、第４回大会１９位、第５回大会２７位という結果でした。全国大会で上位に進出する
ためには、事前公開競技での高得点が不可欠です。向上心と探究心を持ち、「これでいい」と思っ
たものから、さらに一段レベルを上げる必要があると痛感しました。また、他県では、学校内
の教員間の連携はもとより、学校間の連携が図られている県もあり、これからの山梨県の指導
体制も考えさせられました。

　�　最後になりますが、地方大会や全国大会の運営に携わってくださった関係者の皆様に、感謝
申し上げます。本当にありがとうございました。

第５回大会　実技競技①
（ＤＮＡ抽出）

●  科学の甲子園全国大会に出場して／県立吉田高等学校
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主体的に課題を解決できる山梨発！グローバルリーダーの育成
～スーパーグローバルハイスクール　ＳＧＨ～

県立甲府第一高等学校

１　概要
　�　本校のＳＧＨは、後継者不足や人口減少など、本県の産業の活性化を阻害する社会的な課題

を手がかりに、特色的な産業である「地場産業」「伝統工芸」「ワイン産業」「果樹産業」及び「観
光産業」などの現状や、諸外国での取り組みを調査・研究し、それぞれの課題の解決を目指し
たプランニングを行い、その成果を各方面に提案することを目標としています。これらの取り
組みを通して、グローバルな視野を養うとともに、論理的な思考力やコミュニケーション能力
の育成を目指しています。

２　経緯
　�　本校は、創立１３６年を迎えた山梨県随一の伝統校であり、強

行遠足等の様々な伝統行事を通じて人間力を培い、多くの有為な
人材を輩出してきました。平成３年度に「英語を深く学ぶこと
で、自分を取り巻く世界や自身を知る」ことを目的に専門教育
学科である英語科が設置され、平成１６年度からの３年間では
ＳＥＬＨ i の指定を受けています。近年何事に対しても真面目に
取り組むが、自ら考えて行動する積極的な生徒が年々減少して
きており、グローバル化が急激に進む現代社会で活躍できるか懸念される状況となっています。
そこで、ＳＧＨを導入することにより、高校生段階で世界の人々との関わりを持つ機会を多く
設定し、将来世界を舞台として主体的に課題を解決し、地元である山梨や日本を起点としてグ
ローバルな視点で社会に貢献し、活躍できる人材を育成することができると考えました。将来
国際的に活躍できるグローバル人材を育成するため、本校ではＳＧＨでの活動が単に探究活動
で終わるのではなく、大学・企業と連携した成果を発信し、グローバルな戦略として行政や大学、
企業が実行できる提案を行うことを計画しています。

３　生徒に身につけさせたい力
　ａ．論理的な思考力・判断力
　　　「異なる文化を超えて部分的な事柄を一つに組み合わせ、最善の方法を考え実行する能力」
　ｂ．実践的なコミュニケーション能力
　　　「海外での実地調査や討論等の場で正しく理解し、適切に表現する能力」
　　　�課題研究と語学能力の強化や異文化理解のための様々な取り組みを通して、グローバル社

会でも物怖じせず活躍できる人材の育成を目標としています。

４　研究開発計画・評価
　（１）研究計画（年次計画）

平成２６年度
（１年次）

「グローバルな視点を開く」
・専門家の指導の下でのグローバルな課題設定
・グループによる課題研究の実践
・国内での実地調査
・ＳＧＨ中間発表会（甲府一高やまなしブランドサミット）の実施

ブランドフォーラム（９月）

●  スーパーグローバルハイスクール／県立甲府第一高等学校
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平成２７年度
（２年次）

「グローバルな視点で考える」
・前年度の検証をもとに内容の改善
・グループによる課題探究の実践
・国外での実践
・ＳＧＨ公開発表会の実施

平成２８年度
（３年次）

「グローバルな視点で提案し、今後の提案先の実践につなげる」
・前年度までの検証をもとに内容の改善
・グループによる課題探究の実践
・実行プラン発表会
・行政や企業に対してグローバルな戦略の報告・実行

平成２９年度
（４年次）

～
平成３０年度
（５年次）

「ＳＧＨ指定終了後に向けての準備」
・前年までの検証をもとに内容の改善
・ＳＧＨ関連事業の維持に向けての取り組み

課題研究

・‌�大学との連携によるルーブリック開発等により定期的な検証を行う。
・学校設定科目については、シラバスによる評価計画を作成する。
・‌�各種評価やアンケート集計はレーダーチャートで処理し、視覚的にわ

かりやすく提示する。

課題研究以外
・‌�各種評価やアンケート集計はレーダーチャートで処理し、視覚的にわ

かりやすく提示する。

　（２）評価の計画
　　①　�山梨県が設置するＳＧＨ全般に関わる指導助言や事業評価を行う「ＳＧＨ運営指導委員

会」により指導を受ける。
　　②　�本校においては、ＳＧＨ全般に関わる運営を行う「ＳＧＨ推進係」の中に「評価研究担当」

をおく。
　　③　評価計画

　　④　�全ての活動について検証し、その結果をもとに校内評価を行う。
　　⑤　その後、ＳＧＨ運営指導委員会等の外部評価を受ける。

５　まとめ
　�　平成２６年４月、ＳＧＨの指定を受けてから、普通科（１クラス）英語科（１クラス）を中

心にＳＧＨの活動に取り組んできました。平成２８年度の探究科への改編により、ＳＧＨを中
心とする探究的な活動を一層強化し、充実させるため、探究科（２クラス）が核となって取り
組むという方向性が確定しています。探究科の設置は、論理的思考力や課題解決能力を養う探
究活動を本校の教育の柱として位置づけるものであり、本校の校是「Boys, be ambitious!」の下、

「地域に貢献できるグローバル人材の育成」という目標に向かって前進するための大きな変革で
あると考えています。

●  スーパーグローバルハイスクール／県立甲府第一高等学校
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　　　  なぜ、家族で元気アップ？

　健康や体力はすべての活動の源です。

　しかし、子どもの体力に関しては、運動をす

る子とそうでない子の二極化傾向や女子の運動

離れが、依然深刻な問題です。

　スポーツは、生涯にわたってたくましく生き

るための健康や体力の基礎を培うとともに、公

平さと規律を尊ぶ態度や克己心を養うなど人間

形成に重要な役割を果たします。

　体力・運動習慣等の調査結果から、幼年期の

多様な運動経験や家族からの運動やスポーツの

勧めが、体力向上や運動する機会の増加につながると報告されています。幼児期には

運動する楽しさを十分に体験することが大切です。

　そこで、家族で元気アップ！「元気な子ども」は「元気な家族」から！　まずは、

家族みんなで外へ飛び出し、汗を流してみましょ

う！　キーワードは “家族で運動” です！

　家族で元気アップは、遊びや運動をきっかけ

に家族のコミュニケーションが豊かになり、家

族全員の健康や体力の向上も期待できます。

　また、山梨県教育委員会が推進する「しなや

かな心の育成」に関し

て、自他を敬愛する心

や困難に直面しても粘

り強く最後まであきら

めない心の育成にもつ

ながるでしょう。

「しなやかな心」の育成プロジェクト

家族で元気Ｕ
ア ッ プ

Ｐ！
スポーツ健康課

●  家族で元気ＵＰ！
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博学連携の取組
－学校教育に考古博物館をご利用ください－

県立考古博物館

◆考古博物館では、学校教育現場との連携を図るプログラムを多数用意しています。

１　考古博物館と公園内の古墳を案内します
　�　校外学習、社会科見学などで当館をご利用の際には、教育課程に合わせて古墳や館内の案

内を行っています。
　�　また、古代の生活を体験するメニューも用意されており、「火起こし体験」や古代のアク

セサリー「勾玉作り」（別途材料費必要）などが行えます。

２　古代衣装のレプリカを貸し出しています
　�　弥生・古墳・飛鳥時代の衣装を再現した古代衣装レプリカの

貸出を行っています。社会科の時間や総合学習の時間に自分
で着付けをし、試着して古代の生活を体感することができます。

３　職場体験、インターンシップを受け入れています
　�　考古博物館では県埋蔵文化財センターと共同で職場体験、

インターンシップの受け入れを行っています。イベントの手
伝いや収蔵品の展示作業など学芸員の仕事を幅広く学びま
す。実習時期・期間・時間などは考古博物館の行事日程を考
慮しながら、可能な限りご要望にお応えしています。

４　「わたしたちの研究室」の作品を募集しています
　総合学習の時間やクラス・学年での社会科の研究、夏休みの自由
研究などで学んだ成果を発表する機会としてコンクール「わたした
ちの研究室」を実施しています。
　応募いただいた作品の中でも特に優れた作品を表彰するほか、賞
の有無にかかわらず全ての作品を当館の展示室にて公開しています

（※期間限定）。

５　先生方の研修でご利用ください
　�　考古博物館付属施設の風土記の丘研修センターでは、講堂、研修室の使用も可能です。お

時間のあるときに見学にお越しください。
　�　また、利用の申し込みは 2 ヶ月前から受け付けています。予め空き状況等をご確認のうえ、

先生方の研修会、勉強会等で積極的にご利用ください。

関連HＰ　http://www.pref.yamanashi.jp/kouko-hak/

問い合わせ先 ： 県立考古博物館　学芸課
ＴＥＬ　０５５－２６６－３８８１
ＦＡＸ　０５５－２６６－３８８２

風土記の丘研修センター
ＴＥＬ　０５５－２６６－５２８６
ＦＡＸ　０５５－２６６－５２８７

Click!

▲職場体験の様子（展示室で解説）

▲応募作品の展示の様子

●  博学連携の取組／県立考古博物館
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博学連携の取組
～文学館の取組～

県立文学館

○�　学習指導要領に、地域博物館の積極的な利用が明記されました。博学連携の期待
が高まる中、文学館では館の資料をより活用しやすい形で各学校へ提供したいと取
り組んでいます。文学館から博学連携のいろいろな形を提案していきます。

１　校内文学館プロジェクト

　新たな博学連携の取組「校内文学館プロジェクト」が始まりました。小学校から高校を
対象に、学校の要請に応じて、調べ学習など様々な教育活動を通年で支援する出前授業です。
昨年度は六郷小学校と校内文学館プロジェクトに取り組みました。その取組を紹介します。
　まず、学校と文学館とで取組の計画について相談します。次に、六郷小学校の６年生は宮
沢賢治の調べ学習に取り組むことを決定しました。そして、７月には校外学習として、文
学館の特設展・常設展の見学を実施しました。
２学期になり、国語の「やまなし」の学習に取
り組む中で、宮沢賢治の並行読書を開始しま
した。調べ学習として、「賢治の生涯」「やま
なし」「イーハトーブ」「グスコーブドリの伝記」
など６つのテーマを設定しました。
　１回目の出前授業では、文学館の展示で使用
したキャプションや解説のパネルなどを使い、
人に伝えることや解説の工夫、キャプション・
解説パネル役割など展示の方法について学習しました。２回目の出前授業では、グループ
の調べ学習について文学館の担当者からアドバイスを行いました。３回目の出前授業では、
文学館の学芸員が展示パネルの作り方や展示方法について指導しました。４回目の出前授
業では、実際に展示しながら見せるためのアドバイスをしました。今回の調べ学習の成果を、
２月９日～２４日まで校内に展示室を設けて発表しました。「やまなし」に出てくる幻灯の
模型を作って写し出される作品の世界観を表現した展示や「風の又三郎」の風について表

現した展示など子どもたちの趣向を凝らした
展示が行われていました。また、来場者に見
やすいように展示パネルの高さを合わせると
いった展示を見せる工夫もされていました。
　人に伝えるという他者の立場を意識するこ
とにより、子どもたちは学習内容をさらに深
く理解することになったと考えられます。こ
れからも、学校の要請に応じてさらに多様な
学習を提案していきたいと思います。

●  博学連携の取組／県立文学館
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２　総合教育センターとの連携

　昨年度に引き続き２回目となる総合教育センターとの連携事業を実施しました。８月７
日には当館館長を講師として「文学館の魅力～短歌の指導と評価研修会～」を行いました。
館長による前半の講座のあと、書庫や展示を見学しながら実際に参加者に短歌を作ってもら
い、提出された短歌をもとに講座の後半には「評価」の仕方を学びました。参加者からは「短
歌や俳句の指導をする際に、どんなところを見て評価すればよいかわかった」という感想
が出るなど、とても好評を得ました。
　また、１１月１３日には初任者の先生方に文学館を知ってもらうための研修も実施しま
した。展示室や書庫の見学などを通して、文学館の利用法や博学連携について考えるグルー
プ演習も行われました。参加者からは「文学館の所蔵資料の数に驚きました。特に芥川関
連の資料は日本のトップクラスだと思います。このような貴重な資料が身近にあることは
子どもに大変意義のあることです。また、それを実際に目にすることができる、本物を見
ることができることが文学館で味わえる貴重な体験になると思います。この体験を通して
文学に興味を持ってもらえるように文学館に行く機会を増やすことが大事なことだと感じ
ました」という感想をいただきました。
　さらに、企画展・特設展の時期に実施している「教師のための学習会」など、様々な機
会を通して、これからの文学館の利用の仕方について考えていただき、児童・生徒だけで
なく先生方との連携も深めていきたいと考えています。

３　出前授業もしています

　６月１３日（土）に丹波小学校で出前授業を行いました。１時間目は、芥川龍之介につい
て学びました。当館のジュニアガイドブックや芥川の写真などを使い、どんな人なのか、

どんな作品を書いたのかを学習して、児童向け作
品「杜子春」のアニメも鑑賞しました。２時間目は、
芥川と丹波との関わりについて学びました。１６
歳の芥川龍之介が、友人の西川英次郎と旅をした

「丹波山・上諏訪・浅間行」の【明治４１年夏休み「日
誌」】を使い、日記の該当部分を全員で音読しまし
た。言葉や漢字の難しいところを館の職員による
解説で補いながら、当時の人々の旅の様子や丹波

の自然豊かな風景などを想像しながら読みました。芥川たちは、丹波山の「野村」という
宿に一泊したことなどもわかりました。最後に文学館にある「羅生門」の草稿やカッパの
絵などの資料を紹介しました。

　☆これからも文学館をよろしくお願いします。

◆問い合わせ先

　山梨県立文学館 ／ 電話：０５５－２３５－８０８０／ＦＡＸ：０５５－２２６－９０３２

●  博学連携の取組／県立文学館
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　山梨県総合教育センターでは、「学校教育を支援し、教職員の資質向上に資する研修会を目指し
て」をキーワードに、初任者・若手・中堅・ベテランすべての教職員に必要とされるキャリアが
積めるような、ライフステージに合った研修会を企画しました。企画を行うに当たっては以下の
４点に留意しました。
　　　○教職員の資質能力の向上に資する質の高い研修会を企画・実施する。
　　　○平素の教育活動に役立ち、指導に活用できる講座内容の構築に努める。
　　　○学校力・教師力の向上のため、校内研修・校内研究等を支援する。
　　　○�研修会に「学校組織マネジメント」の視点を取り入れ、受講者に「当事者意識」を喚起

することにより、研修成果の活用率の向上に努める。
　このような認識のもと、『平成２８年度研修体系図』（下図）に示すように、様々な分野におけ
る研修会を企画しました。

　山梨県総合教育センターは、今年度も学校現場のニーズに寄り添った教職員の専門性や資質能
力の向上に役立つ、より質の高い研修の提供ができるよう努めてまいります。
　多くの先生方に研修会への御参加をいただけますようよろしくお願いします。

学校教育を支援し、教職員の資質向上に資する研修会を目指して
総合教育センター 研修指導部

●  学校教育を支援し、教職員の資質向上に資する研修会を目指して
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「気づき，考え，実行する」力を育てる ～ ユニバーサルデザインの学びやすい授業づくりを通して ～

「自ら学び心豊かなたくましい生徒の育成」をめざして
－新「身延中学校」誕生！  開校初年度の取り組み－　　　　　　　

甲府市立伊勢小学校

身延町立身延中学校

　この３月、身延町内の４中学校（久那土中・下部中・中富中・身延中）が閉校し、新たな身延中学校が４月
に開校しました。生徒数１９６名・職員数３６名でのスタートとなり、生徒も職員も新たな学校づくり、新た
な自分づくりを意識しながら、学校教育目標の「自ら学び心豊かなたくましい生徒の育成」の具現化に向け、
その第一歩を踏み出したところです。また、“ チーム United 身延中 ” “ 融 和 ” を今年度の合い言葉とし、生徒
一人一人が「自ら学ぶ生徒」「思いやりのある生徒」「たくましい生徒」「進んで働く生徒」となるよう、職員がチー
ムとして機能する学校を目標に教育活動を展開しています。
　本校の開校に対する保護者や町民のみなさんの期待も大きく、町当局・町教育委員会の配慮により、年度内
に生徒一人一人にタブレット端末が貸与されたり、英語教育の充実のため２名のＡＬＴが配置されたり、豊か
な教育内容の創造のための環境を整えていただいています。また、今年度は、３年生が７０名ちょうどの２ク
ラスとなっていることから、県の加配や町単講師の配置により、数学・英語・理科の３教科においては、３ク
ラス展開を行うこととしました。
　以上のように、子供たちの成長を第一とし新生中学校としての取組みを始めたばかりですが、今後、校内研
究を柱としながら、「学力向上」「豊かな心の育成」「体力・健康づくり」の３つのプロジェクトを推進していく
予定です。

　本校では、昨年度から日本赤十字社山梨県支部より２年間の研究指定を受け、青少年赤十字活動の「気づき、
考え、実行する」という態度目標の要素を授業に取り入れながら、能動的に学ぶ児童の育成をとおして学力向
上に取組んでいます。これからのアクティブ・ラーニングには、児童自身が「気づく力」「考える力」「実践す
る力」を高めることが必要です。本校では、児童の能動的な学びを支援するひとつの方策として、誰もが学び
やすく、誰もがより理解しやすい、ユニバーサルデザインの指導の視点を取り入れた指導方法や指導技術の工夫、
学習環境の検討などに取組みました。具体的には、教材や教具の視覚化やタブレット端末・実物投影機などの
ＩＣＴの活用、個やグループなど学習形態の工夫、また、学習過程や課題提示の工夫等どの児童にもわかる授
業実践を目指して取組みました。昨年１１月に行われた公開研究会では、多くの参観者に本校の取組に対する
多大な興味とご理解をいただきました。今後も児童の気付きを大切にし、どの児童にも分かる、どの児童も考
えて実行できる取組みをしていきたいと考えています。

ユニバーサルデザインの授業づくりの工夫
教材・

教具の工夫
具体物・半具体物

の提示
ＩＣＴの活用による

視覚化

学習形態の工夫
個，ペア，小集団，

一斉学習の
組み合わせ

課題設定の工夫
興味・関心をひく
課題提示・課題の

焦点化

思考・表現の
型の活用

児童の思考や学
び合いをサポー
トする型の提示

学習過程の工夫
「気づき」⇒
　　　問題把握
「考え」⇒

　　　自力解決
「実行する」⇒
　　　学び合い

○教室環境・教室掲示のユニバーサルデザイン
　学習への集中力を
保つため、黒板周り
や前面掲示について
はすっきりさせ、黒
板横の本棚も落ち着
いた色のカーテンで
覆うなどして、視覚
的刺激を軽減してい
ます。

　児童が必要な
情報に集中でき
るようにするた
めに、机や椅子
の 脚 に テ ニ ス
ボ ー ル を 付 け、
机や椅子のがた
つく音を取り除
いています。

（特別支援教室）

　児童が見通
しをもって学
習に取り組め
るように、1 日
のスケジュー
ルを目に見え
る形で示して
い ま す。 変 更
の場合も目で
確認できます。

平成２８年４月８日開校式の後に実施された第１回入学式「在校生による歓迎の合唱」

●  学校紹介／甲府市立伊勢小学校・身延町立身延中学校
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美し、やまなし、パワー！
山梨の女性アーティストたち

県立美術館

　明治時代の南画家・野口小蘋や、大正時代に女性初の二科会会友となった埴原久和代、
戦後に県内の女性画家たちを牽引した佐野智子、新しいジャンルでは『エースをねらえ！』
のマンガ家・山本鈴美香など、山梨県にゆかりのある様々な女性アーティストたちが県内
外で活動をしてきました。
　制作活動で身を立てることが極めて難しかった戦前の女性たち、男女平等が謳われ、家
庭の切り盛りをしながら社会進出に挑戦し制作を続けた戦後の女性たち、生き方が多様化
するなか時代に適した表現を模索する現代の女性たちなど、女性アーティストの歴史は時
代背景や社会通念とも深い関係があります。
　本展では、山梨県にゆかりのある明治から現代に至るまでの約３０名の女性アーティス
トたちに焦点を当てます。油彩や日本画など既に確立したジャンルの他にも、インスタレー
ション、マンガ、デザインといった近年極めて重要になっている表現による作品も展示し
ます。山梨県立美術館では、３０数年にわたる歩みのなかで、郷土の芸術家たちを多数紹
介してきましたが、女性アーティストたちの歴史と作品をテーマにした展覧会は初の開催
となります。パワーと個性に満ちた約８０点の作品をお楽しみください。

美し、やまなし、パワー！　山梨の女性アーティストたち
日　時：平成２８年６月２５日（土）～ ８月２１日（日）
場　所：山梨県立美術館　特別展示室
観覧料：一般１０００（８４０）円・大学生５００（４２０）円
　　　　（　）内は２０名以上の団体料金、前売料金、県内宿泊者割引料金
　　　　高校生以下の児童・生徒は無料　県内在住６５歳以上の方は無料
　　　　障害者手帳をご持参の方はご本人と介護の方１名が無料
問い合わせ先：県立美術館　ＴＥＬ ０５５－２２８－３３２２

関連ＨＰ　http://www.art-museum.pref.yamanashi.jp/ Click!

佐野智子《自画像》１９８０年代
油彩・麻布、韮崎大村美術館蔵

松田百合子《Ｉｎ ｈｅｒ ｓｈｏｅｓ》
２００９年、陶、個人蔵

丸山純子《無音花畑・ＮＹＫ》
２００７年、インスタレーション

●  県立美術館「美し、やまなし、パワー！～山梨の女性アーティストたち～」
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１　宮沢賢治と保阪嘉内

　�　詩、童話に独自の世界を切り開いた宮沢賢治（１８９６～１９３３　
岩手県生まれ）。無二の親友の保阪嘉

か な い

内（１８９６～１９３７　韮崎市
生まれ）との交友を表す７３通の手紙が、平成２７年当館に寄託されま
した。寄託後、初の展覧会として全７３通を公開し、賢治と嘉内の友情
に迫ります。

　�　１９１５（大正４）年、賢治は盛岡高等農林学校農学科に進学、１年
遅れて嘉内が入学し、ふたりは寮の同室となり、文学や哲学、宗教を語
り合うようになりました。そして、友人たちと文芸誌「アザリア」を創
刊し、短歌や随想を発表しますが、１９１８（大正７）年、嘉内は学校
から除名処分を受けてしまいます。これは「アザリア」に発表した「社
会と自分」という文章が原因と推測されています。さらに同年、嘉内の
母が亡くなり、二重の衝撃を受ける嘉内に、賢治は手紙を送り力づけま
した。

２　展覧会のみどころ
　�　本展では、賢治が嘉内に宛てた７３通の手紙を中心に、ふたりの生涯と友情を紹介します。
　�　賢治が盛岡高等農林学校３年生の夏休みに嘉内へ送った葉書（写真）には、岩手の種

た ね や ま が は ら

山ヶ原周
辺のスケッチに、大気や動植物、蛇

じゅもんがん

紋岩の露出の様子などが、英語や化学記号とともに書き込ま
れています。

　また、１９２１（大正１０）年１２月に書かれたと推定さ
れる原稿用紙１枚の手紙には、賢治がこの月から教師として
勤めた稗

ひえぬき

貫農学校での様子や、雑誌「愛国婦人」に童話「雪渡り」
が掲載されたことなどが記されています。
　１９１６（大正５）年から１９２５（大正１４）年までの
間に出された７３通の手紙には、親友として嘉内に心を寄せ、
ともに理想を追い求めていこうと願った賢治の心情が表れ、
ふたりの親交と青春の軌跡をたどることができます。嘉内の
ご遺族が大切に保管してきた貴重な手紙を、この機会にぜひ
ご覧ください。

県立文学館

特設展「宮沢賢治  保阪嘉内への手紙」
会　期：平成２８年７月９日（土）～ ８月２８日（日）
休館日：７月１１日（月）、２５日（月）、８月１日（月）、２２日（月）
場　所：山梨県立文学館　展示室Ｃ
観覧料：常設展観覧料　一般３２０円（２５０円）　大学生２１０円（１７０円）
　　　　＊ 高校生以下の児童・生徒、６５歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方と介護者１名は無料

関連ＨＰ　http://www.bungakukan.pref.yamanashi.jp/ Click!

特設展「宮沢賢治  保阪嘉内への手紙」
会期 ７月９日（土）～ ８月２８日（日）

｢アザリア」の仲間と
１９１７年

後列左より嘉内、賢治

賢治　嘉内宛葉書
１９１７年９月２日消印

●  県立文学館特設展「宮沢賢治　保坂嘉内への手紙」

15

http://www.bungakukan.pref.yamanashi.jp/


会　期：平成２８年６月４日（土）～ ７月４日（月）　毎週火曜日は休館
観覧料：常設展観覧料でご覧いただけます。
　　　　一般５１０円、大学生２１０円、小・中・高・特別支援学校等の児童・生徒は無料
問い合わせ先：県立博物館　ＴＥＬ ０５５－２６１－２６３１

関連ＨＰ　http://www.museum.pref.yamanashi.jp
イベント情報も掲載しております。

シンボル展

「よみがえる、ふるさとの宝たち −3.11被災資料の再生−」

　「文化財の残らない復興は本当の復興ではない」と、東日本大震
災で大きな被害を受けた岩手県陸前高田市では被災した博物館資
料の応急処置が日々進められています。文化財レスキュー事業や
地域の資料を未来へ伝える大切さについて、よみがえった資料と
ともにご紹介します。

１．ガレキの中から宝を救え

　�　博物館資料は泥とガレキの中に散乱した状態でしたが、職員
の執念によって一つ一つ探し出されました。博物館関係者だけ
でなく、自衛隊や市民の方々の協力も得ながら、４６万件の資
料がレスキューされました。

２．よみがえる、ふるさとの宝たち

　�　様々な分野・素材の資料が大量の海水によって被害を受けた
のは、世界的にみても初めての経験でした。被災した資料は、
泥や塩分の影響でそのままの状態ではどんどん劣化が進んでし
まいます。ふるさとの宝を救うため、試行錯誤で、除泥・除菌・
脱塩・脱臭の処置方法（安定化処理）が開発され、５年間で
１７万件の資料の処置が行われました。

３．陸前高田のアイデンティティー

　�　博物館資料は地域の歴史や文化の証で、資料一つ一つに、地
域や地域の人々との物語があります。ふるさとの宝の再生は、
多くを失った人々にとって心のよりどころとなりつつあります。

　�　※写真 ｢ おらほのアカショウビン ｣　陸前高田市立博物館蔵

　　　�小学校に激突したアカショウビンは、子どもたちによって手厚く

葬られましたが、博物館に残した方がよいということで剥製にさ

れました。「おらほの（僕たちの）アカショウビン」として親しまれ、

子どもたちがたびたび博物館に会いに来ていたそうです。

県立博物館

シンボル展　｢よみがえる、ふるさとの宝たち − 3.11 被災資料の再生−｣

Click!

資料のレスキューの様子

被災した昆虫標本（上）
修復された昆虫標本（下）
陸前高田市立博物館蔵

●  県立博物館シンボル展「よみがえる、ふるさとの宝たち」
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●  県立博物館企画展「医は仁術」・シンボル展「近世甲州医人伝」

企　画　展「医は仁術」
シンボル展「近世甲州医人伝」

　「医は仁
じんじゅつ

術」という言葉をご存じでしょうか。人の命を左右する医者の術は、他者に対する「仁」、
つまり愛情や思いやりの心によって支えられているという意味です。夏の県立博物館はこの「医は
仁術」がテーマ。江戸時代以降、人々の命を救うため、知識と技術を磨いた医師たちや、最先端の
医療技術をご紹介します。

１　企画展「医は仁術」

　�　現在、世界最先端といわれている日本の医学・医療。そ
の原点は、江戸時代にありました。当時オランダを経由し
て伝えられたヨーロッパの先進医術を身につけた蘭方医は
もとより、中国由来の日本の伝統的な医術を担った漢方医
とが、人体の構造の解明に取り組んだのが江戸時代、18 世
紀後半だったのです。

　�　本展では、中国からきた漢方と、西洋からきた蘭学とが、
日本においていかに融合し、人々を傷病の恐怖から救って
きたのか、さらに現代の最新医療の中にみえる「医は仁術」
の精神についてもご紹介します。

２　シンボル展「近世甲州医人伝」

　�　江戸時代、甲斐国にも、人々の命を救うため、自らの持
てる力を尽くした医師たちがいました。戦国時代以来、甲
斐国に根付いていた伝統医術は、やがてオランダ語学習に
基礎づけられた先進知識と融合し、より幅広い人々の命を
救う力になりました。また、医師たちは諸国を遊学し、さ
らに自らの得た知識や技術を後進に伝え、医師たちによる

「知のネットワーク」は全国に広がっていきました。特に
種
しゅとう

痘の普及にあたっては、この医師たちの絆が大いに力を
発揮し、多くの人々を天然痘の恐怖から救ったのです。そ
のような近世甲州の医術を担った人々を、多様な資料から
ご紹介します。

　�　医療を身近に感じられる関連イベントも多数企画しております。詳細はホームページをご覧い
ただくか、県立博物館までお問い合わせ下さい。

県立博物館

会　　期：平成２８年７月１６日（土）～ ９月５日（月）

入場料等：一般１，０００円、大学生５００円

　　　　　小・中・高校・特別支援学校の生徒は無料です。

問い合わせ先：県立博物館　ＴＥＬ ０５５－２６１－２６３１

関連ＨＰ　http://www.museum.pref.yamanashi.jp

企画展「医は仁術」・シンボル展「近世甲州医人伝」

Click!

薬看板『ウルユス』
（和田コレクション、国立科学博物館蔵）

村松岳佑種痘道具
（村松家資料、当館蔵）
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第 3回展示「近代山梨を築いた人々」

　山梨近代人物館では、４月から第３回展示として「近代山梨を築いた人々」と題して、現在の
私たちのくらしの基礎を築いた人々のうち、９名の人物に焦点をあてて展示しております。今回は、
その展示の一部をご紹介いたします。
　赤地に富士山形の切り抜きをあしらった意匠の扉絵。これは明治初期の山梨で作られ、使われ
た小学校の教科書です。このような教科書を出版したのが、山梨最初の新聞である「 峡

きょう（こう）ちゅうしんぶん

中 新 聞 」
（現在の山梨日日新聞）を発行したことで知られる内

ないとう

藤伝
で ん え も ん

右衛門（現在の山梨市出身）です。内藤
はまだ教科書も普及していなかった当時の山梨で、さまざまな書籍を出版し、山梨の人々に新た
な時代の知識を伝えることに貢献しました。
　山梨県には「塚本山」（山梨市三富上釜口）という山があります。「塚本」とは山林が荒廃し、
明治４０・４３年の大きな水害を被った山梨県へ、植林費用１万円（現在の価値で数億円）の寄
付をした江

ごうしゅう

州商人・塚
つかもと

本定
さ だ え も ん

右衛門の名前に由来します。塚本家は近江出身ですが、初代が甲府柳
町で「紅

べ に や

屋」を創業し、商家としての基礎を築いた、山梨にゆかりの深い商人でした。明治４４
年３月１１日に、明治天皇から山梨県へ御

ごりょうりん

料林が御
ご か し

下賜されたことに感激した塚本は、自らもゆ
かりの地である山梨の復興のために、莫大な私財をなげうったのです。塚本山に建てられた記念
碑は、山梨を代表する美しい山林に成長した塚本山を今でも見つめています。
　「近代」という時代は、一面的には新しいものが古いものを駆逐していく過程と言えます。山梨
が「近代化」という新たな装いを身に着けるなか、顧みられなくなった古いものに価値を見出し
たのが、「甲

こうしゅうぶんこ

州文庫」の蒐
しゅうしゅう

集で知られる功
く ぬ ぎ き な い

刀亀内です。功刀は自ら「甲府で最初にオートバイを買っ
た」と称する、いわゆるモダン・ボーイでした。ところが、若

わ か お ざ い ば つ

尾財閥の３代目謹
き ん の す け

之助が主宰した
山
やまなしけんしへんさんかい

梨県志編纂会の資料調査に巡りあったことが転機となり、散
さんいつ

逸の危機にある古文書など「古い
もの」の蒐集が、功刀の「病みつき」になったのです。功刀の「病」は膏

こうこう

肓に入り、そのコレクショ
ンは約２万点に達し、「甲州文庫」と命名されました。「甲州文庫」は功刀の郷里（南アルプス市）
に疎開して戦災を免れ、戦後に山梨県へ譲渡されました。こうして「甲州文庫」は、甲府空襲な
どによって資料の多くを失った山梨の郷土研究界にとって、欠かせない資料となりました。功刀
の「新しいもの」への好奇心は、「古いもの」のなかにある貴重さにも注がれ、山梨にとって掛け
替えのない遺産を残すことになったのです（現在は県立博物館に収蔵）。
　そのほか今回の展示では、藤

ふじむら

村紫
し ろ う

朗、土
つちやりゅうけん

屋龍憲、富
とみおかけいめい

岡敬明、ポール・ラッシュ、杉
すぎうらけんぞう

浦健造、
内
ないとう

藤満
ま す

寿についてご紹介しております。ぜひ、山梨近代人物館で山梨の人々が「近代」という時
代に対して、どのように向き合って生きてきたのかを感じ取って頂ければと思います。

山梨近代人物館
学術文化財課

小学校を表す富士山形の旗マークの
「小学物理書」（山梨県立博物館蔵）

現在の「塚本山碑」
（山梨県森林環境部提供）

中央のハンチング帽姿の青年が功刀亀内
（山梨県立博物館蔵）

●  山梨近代人物館紹介／近代山梨を築いた人々
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山梨の文化財
学術文化財課

　万寿森古墳は、甲府市湯村三丁目及び甲府市大和町に所在する古墳時代後期の円
えんぷん

墳

（円形の古墳）で、甲府盆地北側の湯村山南端の山裾にあたる標高約２９０ｍの南向き

緩斜面上に立地しています。

　本古墳は、江戸時代に石
せきしつ

室が火薬庫と

して利用されていた記録が残されており、

戦後にはホテルの倉庫として利用された

ため、石室の入口には鉄製の扉が取り付

けられ、床面はコンクリートで固められ

ていますが、残存状態は良好です。

　本古墳の横
よこあなしき

穴式石
せきしつ

室（石室長１３．２ｍ、

高さ３．３ｍ）は、県指定史跡である笛吹

市御坂町の姥
うばづか

塚古
こ ふ ん

墳（石室長：１７．５４

ｍ）、甲府市千塚の加
か ん な

牟那塚
づか

古墳（石室長：

１６．７５ｍ）に次いで、県内第３位の規模を誇ります。また、石室の石材が小振りで

あることなど初期の横穴式石室の特徴を有することから、姥塚古墳や加牟那塚古墳に

先立つ６世紀第２四半期ごろに築造され

たものと推定され、本古墳が本県の古墳

時代後期における横穴式石室の導入状況

を解明していく上で重要な古墳であると

されています。

　さらに、本県では古墳時代後期の６世

紀第２四半期から第３四半期にかけて、

大形の横穴式石室を有する万寿森古墳や

加牟那塚古墳が甲府盆地北西部に、姥塚

古墳が甲府盆地東部に相次いで築造され、

甲府盆地内における二大勢力を形成する

ようになることが知られています。この二大勢力は古墳時代終末まで存続し、奈良時

代以降の郡の分割にも大きな影響を与えたと考えられ、首
しゅちょうそう

長層の勢力分布を解明する

上でも欠くことのできない古墳であることを物語っています。

県指定史跡　万
まんじゅもり

寿森古
こ ふ ん

墳 平成２８年２月２２日指定

万寿森古墳

万寿森古墳 石室内部

●  山梨の文化財／万寿森古墳
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　公立学校共済組合山梨支部では、本部で一括契約を行っている外部委託業者「ＳＯＭＰＯ リスケ
アマネジメント（株）」による訪問型特定保健指導を実施しています。（平成２８年度 委託業者を同社
に変更しました。）
 　特定健康診査は、４０歳以上を対象に、定期健康診断や人間ドックの受診時にメタボリックシン
ドローム（内臓脂肪症候群）に着目し、生活習慣病と言われる糖尿病や高血圧症、脂質異常症のリ
スクの有無を検査しており、その結果をもとに、生活習慣の改善が必要と判断された方に対し、保
健師・管理栄養士が、対象者の所属所へ訪問し、特定保健指導（積極的支援・動機付け支援）を行
います。これまで多忙で保健指導を受けることができなかった方も、所属所で気軽に受けられます
ので、積極的にご利用ください。

福利給与課訪問型特定保健指導を実施しています

積極的支援 動機付け支援 参考

ＳＯＭＰＯ リスケアマネジメント（株）に委託実施 特定保健指導以外の巡回相談

小・中学校
市立高校

大学等

○  小中学校：全地域
○  市立高校：甲府商業高等学校・甲陵高等学校
○  大学等：山梨県立大学・都留文科大学・大月短期大学

県教職員互助組合が、巡回
指導・健康相談を実施

（小・中学校のみ）

県立・事務局 県立学校・事務局全体 福利給与課が、巡回健康相
談を実施

特定保健指導についての詳細は、厚生労働省ホームページ「ｅ－ヘルスネット」をご参照ください。
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/metabolic/m-04-002.html Click!

スポーツ健康課「しなやかな心」の育成プロジェクト 家族で元気Ｕ
アップ

Ｐ！教室

【期　　日】
【時　　間】
【場　　所】
【対　　象】
【持ち物等】

【申込方法】

平成２８年１０月１５日（土）
９：３０～１１：４０
山梨県立大学飯田キャンパス体育館（甲府市飯田 5-11-1）
幼児や小学校低学年（３年生以下）のお子さんとその保護者
室内シューズをお持ちの上、運動ができる服装で御参加く
ださい。
スポーツ健康課のホームページから開催案内を御確認の上、ＦＡＸまたはメール
にてお申し込みください。

【問い合わせ先】

教育庁スポーツ健康課
学校体育担当　金井哲也
Ｔｅｌ 055-223-1783
Ｆａｘ 055-223-1786

講師に、山梨県立大学人間
福祉学部  人間形成学科 学
科長  髙野牧子先生をお招き
し、親子で楽しく運動できる
「遊び」をたくさん紹介して
いただき、実際に体を動かし
ます。お友達をお誘いの上、
奮って参加ください。

「元気な子ども」は「元気な家族」から！　キーワードは “家族で運動” です！

山梨県スポーツ健康課 検 索

●  訪問型特定保健指導について　●  家族で元気ＵＰ！教室
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第７１回国民体育大会関東ブロック大会競技日程・会場一覧
No. 競　　技 競  技  日  程 会場地 競　技　会　場

1 水泳 水球 7 月 30 日（土）・31 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園水泳場
シンクロ 7 月 18 日（月） 甲府市 小瀬スポーツ公園水泳場

2 サッカー
成年男子 8 月 13 日（土）・14 日（日） 昭和町 押原公園（天然芝グラウンド・人工芝グラウンド）
女子 韮崎市 韮崎中央公園（陸上競技場・芝生広場）
少年男子 8 月 17 日（水）・18 日（木） 昭和町 押原公園（天然芝グラウンド・人工芝グラウンド）

3 テニス 8 月 6 日（土）・7 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園テニス場
4 ボート 7 月 15 日（金）・16 日（土） 富士河口湖町 河口湖漕艇場

5 ホッケー
成年男子

8 月 20 日（土）〜 22 日（月）
南アルプス市 県立白根高等学校第二運動場

成年女子 南アルプス市 白根中央公園ホッケー場
少年男女 甲府市 山梨学院ホッケースタジアム

6 ボクシング 8 月 19 日（金）〜 21 日（日） 甲府市 緑が丘スポーツ公園体育館

7 バレーボール

成年男子 8 月 27 日（土） 甲府市 甲府市総合市民会館
成年女子 甲府市 小瀬スポーツ公園体育館
少年男子 8 月 27 日（土）・28 日（日） 甲府市 甲府市総合市民会館
少年女子 甲府市 小瀬スポーツ公園体育館

8 体操 競技 8 月 27 日（土）・28 日（日） 甲府市 緑が丘スポーツ公園体育館新体操 8 月 26 日（金）・27 日（土）
9 バスケットボール 8 月 20 日（土）・21 日（日） 富士吉田市 富士北麓公園体育館

10 ウエイトリフティング 8 月 19 日（金）・20 日（土） 山梨市 県立日川高等学校ウエイトリフティング場

11 ハンドボール

成年男子

8 月 19 日（金）〜 21 日（日）

山梨市 県立日川高等学校体育館
成年女子 甲州市 甲州市立塩山中学校体育館
少年男子 甲州市 甲州市塩山体育館
少年女子 山梨市 山梨市民総合体育館

12 ソフトテニス 8 月 13 日（土）・14 日（日） 笛吹市 石和中央テニスコート
13 卓球 8 月 13 日（土）・14 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園体育館

14 軟式野球 8 月 20 日（土）・21 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園山日ＹＢＳ球場
富士吉田市 富士北麓公園野球場

15 馬術 8 月 20 日（土）・21 日（日） 北杜市 山梨県馬術競技場
16 フェンシング 8 月 20 日（土）・21 日（日） 甲府市 甲府市総合市民会館
17 柔道 8 月 21 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園武道館

18 ソフトボール

成年男子

8 月 20 日（土）〜 22 日（月）

甲斐市 双葉スポーツ公園グラウンド
成年女子 甲府市 小瀬スポーツ公園球技場
少年男子 甲斐市 釜無川スポーツ公園グラウンド
少年女子 中央市 中巨摩地区第二公園グラウンド

19 バドミントン 8 月 20 日（土）・21 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園体育館
20 弓道 8 月 21 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園武道館
21 ライフル射撃 8 月 20 日（土）・21 日（日） 埼玉県長瀞町 埼玉県長瀞射撃場
22 剣道 8 月 14 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園武道館

23 ラグビーフット
ボール

成年男子 8 月 27 日（土） 南アルプス市 御勅使南公園ラグビー場少年男子 8 月 26 日（金）・28 日（日）
女子 8 月 28 日（日） 甲府市 山梨学院大学和戸ラグビー場

24 山岳 リード 7 月 30 日（土）・31 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園体育館ボルダリング

25 カヌー
スプリント 7 月 17 日（日） 富士河口湖町 精進湖カヌー競技場
スラローム 6 月 5 日（日） 東京都青梅市 多摩川特設コースワイルドウォーター

26 アーチェリー 8 月 21 日（日） 甲斐市 敷島総合公園多目的運動場
27 空手道 8 月 27 日（土） 甲府市 小瀬スポーツ公園武道館
28 クレー射撃 8 月 21 日（日） 神奈川県伊勢原市 神奈川県立伊勢原射撃場
29 なぎなた 7 月 17 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園武道館
30 ボウリング 7 月 16 日（土）・17 日（日） 甲斐市 ダイトースターレーン双葉
31 ゴルフ 7 月 11 日（月）・12 日（火） 富士河口湖町 富士桜カントリー倶楽部

32 アイスホッケー 成年男子 12 月 17 日（土）・18 日（日） 甲府市 小瀬スポーツ公園アイスアリーナ少年男子 12 月 24 日（土）・25 日（日）

「第７１回国民体育大会関東ブロック大会」いよいよ開幕！！
～３２競技に６，２００名の選手団が参加～

スポーツ健康課

◆「大会概要」
　�　「東日本大震災復興の架け橋 第７１回国民体育大会関東ブロック大会」が、６月５日（日）のカヌー競技（ス

ラローム・ワイルドウォーター）を皮切りに開幕しました。本県では、平成２０年の６３回大会以来８年ぶ
りの開催となり、「２０１６希望郷いわて国体」への出場をかけた重要な大会となります。

　�　この岩手国体から、これまで国体で未実施の女子ラグビーなど、オリンピック競技種目が新たに加わり、
全３２競技で本大会への出場をかけた熱戦が繰り広げられます。

　�　競技日程・会場については、下表のとおりです。中心会期を８月１９日（金）～２１日（日）とし、県内
１０市２町の会場で開催されます。

　�　監督・選手団は、約６，２００名、関係者を合わせると約１０，０００名にのぼる、県外からお越しの皆様に、
本県のよさ、すばらしさを知っていただく、絶好の機会でもあります。

　�　大会の成功に向け、是非とも県民の皆様の御支援、御協力をお願いいたします。

◆「大会日程・会場一覧」
◆「大会実施要項」

◆大会ホームページ
　大会日程、各会場へのアクセ
ス、競技結果等については、ホー
ムページでもご覧になれます。

第７１回国体関東ブロック大会 検索

●  「第７１回国民体育大会関東ブロック大会」いよいよ開幕！
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「山梨県立博物館協力員」として活動してみませんか？
県立博物館

　山梨県立博物館は、昨年開館１０周年を迎えました。この間、多くの皆様に利用され、親しま
れてきました。こうした県立博物館の活動を１０年間、途切れることなく支え続けてきたのが「協
力会」というボランティア団体です。１１年目の県立博物館では、新たに活動していただける協
力員さんを随時募集しています。

１　目　　的
　県立博物館の運営・活動に協力していただき、それらをとお
して、よりきめ細かなサービスを行い、開かれた博物館をめざ
すことを目的とします。

２　活　　動
　県立博物館協力員は、必要に応じて次の活動を行います。
　（１）鑑賞・学習のための助言及び相談　　　（２）来館者の誘導、案内及び体験活動の補助
　（３）図書、資料、写真などの整理　　　　　（４）ミュージアムショップの運営
　（５）イベントや博物館運営の補助　　　　　（６）畑の耕作など野外施設の管理
　（７）その他、来館者の鑑賞や学習に寄与する活動、博物館の発展に寄与する活動

 ３　条　　件
　（１）山梨県立博物館の活動に理解と関心を持ち、積極的に館の活動に協力していただける方。
　（２）博物館活動の一端を担っていただくため、館長が協力員として委嘱します。
　（３）月１回以上の活動が可能な方。
　（３）満１８歳以上の方。
　（４）協力員は無報酬です。交通費、食事代等も自己負担となります。
　（５）１期２年の委嘱とします。再任は妨げません。
　（６）協力員の皆様には、県立博物館協力会に入会していただいております（年会費 1,000 円）。

４　応募の方法・申込先・募集期間
　・応募方法：山梨県立博物館にご連絡ください。所定の用紙をお渡しいたします。
　　　　　　　所定の用紙に必要事項を記入し、年会費１，０００円と共に直接ご持参ください。
　・申  込  先：「山梨県立博物館 協力員募集」係
　　　　　　　〒４０６－０８０１　笛吹市御坂町成田１５０１－１
　　　　　　　電話：０５５－２６１－２６３１（代）　ＦＡＸ：０５５－２６１－２６３２
　・募集期間：随時受け付けています。

５　募集人数及び活動内容の決定
　（１）募集人数　約３０名
　（２）応募された方を対象にアンケート調査やヒアリン
　　　  グ（聞き取り）を行い、活動していただく内容を
　　　  決めさせていただきます。

６　研　修
　・活動していただく内容に必要な専門的な研修を行い
　　ます。 ～お庭ガイド（毎月第３土曜日）の様子～

●  県立博物館協力会会員募集のお知らせ
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■�考古博物館では、年間を通して歴史・考古学に関するさまざまな講座やセミナーを開催しています。教
科書には載っていない身近な地域の歴史を再発見しませんか。

●　館長講座　萩原三雄館長が語る「金銀山遺跡の考古学」

第 2 回 平成 28 年  6  月 18 日（土） 「『丹波山金山遺跡』の発掘調査」
第 3 回 平成 28 年  8  月 20 日（土） 「鉱山臼と粉成（こなし）のシステムの研究」
第 4 回 平成 28 年 10 月 29 日（土） 「製精錬の研究（灰吹法・焼金法・溶解）」
第 5 回 平成 28 年 12 月 17 日（土） 「金付着土器の発見」
第 6 回 平成 29 年  2  月 25 日（土） 「『甲州金』の成立への技術的過程」

※各回とも午後 1 時 30 分～午後 3 時、定員 100 名、事前申し込み不要（第 1 回は終了）。

●　考古学講座　「古代の甲斐」～奈良・平安の甲斐国について～

第 1 回 平成 28 年  6  月  4  日（土） 「古代の甲斐と考古学：総論」
第 2 回 平成 28 年  6  月 25 日（土） 「古代の木材利用」
第 3 回 平成 28 年  7  月 16 日（土） 「古代の道と駅」
第 4 回 平成 28 年  8  月 13 日（土） 「発掘された牧」

※�全回通しての受講、または第 1 回のみの受講希望の方は 5 月 6 日（金）から、以降の
各回は開催日の 1 か月前から受付を開始します。電話またはホームページの電子申請
からお申し込み下さい。

●　史跡文化財セミナー：専門の講師による解説とともに歴史路をめぐります

第 2 回 平成 28 年  7  月 31 日（日） 第 68 回「下吉田を歩く」
第 3 回 平成 29 年  3  月 12 日（日） 第 69 回「本遠寺周辺を訪ねる」

※�開催日の 1 か月前から受付を開始します。電話またはホームページの電子申請からお
申し込み下さい（第 1 回は終了）。

◆問い合わせ先
　山梨県立考古博物館　〒400-1508　山梨県甲府市下曽根町 923
　TEL  055-266-3881　FAX  055-266-3882
　ＨＰ　http://www.pref.yamanashi.jp/kouko-hak/

Click!

考古博物館開催の講座・セミナーのお知らせ
県立考古博物館

第１４回「わたしたちの研究室」作品募集

　考古博物館では小中学生の皆さんを対象に、歴史・考古学分野に関する研究成果を募集・表彰し、
応募いただいたすべての作品を展示公開するコンクール「わたしたちの研究室」を主催しています。
　今回で１４回目を迎える本コンクールには、毎年子どもたちが自由な発想で研究した成果が寄せられ
ており、特に自分の足で現地を歩き、自分なりに発見し考察する過程を重視した内容を高く評価してい
ます。昨年も、甲州金をテーマに遺跡や資料館をめぐり、砂金採り体験や遺跡についてのインタビュー
をまじえて分かりやすくまとめた研究や、弥生時代の高床倉庫の再現に挑み、一から造り上げていく過
程を記した研究成果などが寄せられ、大人の研究者にも負けない鋭い視点と発想力が際立っていました。
　今年は１０月１日（土）～１２月４日（日）の期間に作品を募集します。未来の研究者たちによる力作
をお待ちしています。

●  県立考古博物館開催の講座・セミナーのお知らせ　●  県立考古博物館「わたしたちの研究室」作品募集
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